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鶴富姫
（東 希望 さん）

那須大八郎
（中瀬 秀樹 さん）

観光しいば
（松岡 亜希子 さん）

椎葉平家まつり
２００７

　壇ノ浦の戦から８２２年　山深いこの椎葉の
地に隠れ住んだ平家の末えい「鶴富姫」とその
残党を追う源氏の武将「那須大八郎」　二人の
悲恋物語　今ここによみがえる
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子ども鶴富姫
那須香奈子さん
（小崎小３年）

子ども大八郎
那須章一朗くん
（小崎小４年）

子ども鶴富姫
椎葉千絢さん
（尾向小４年）

子ども大八郎
那須悠斗くん
（椎葉小３年）

▲那須悠斗くんの父・稔さんと母・真紀
さんは歴代の大八郎と鶴富姫の経験者

観客を魅了「大和絵巻武者行列」

　11月９日午後６時。松
たい

明
まつ

と篝
かがりび

火に照らされた幻想的な雰囲気
の中、鶴富姫の慰霊と祭り期間の安全を祈願する「法楽祭」で、
歴史ロマン一色に染まる祭りの幕が開いた。
　主役は十

じゅうにひとえ

二単を身に纏
まと

った鶴富姫と騎馬武者姿の那須大八
郎。さらに、同じく十二単姿の観光しいばが華を添えた。
　祭りは三日間。翌10日と11日には上椎葉街道を280人が練り
歩く「大和絵巻武者行列」に観客は魅了された。また、郷土芸
能披露や村内の子ども会による「やまびこ発表会」、宮崎学園
高等学校吹奏楽部やゲスト歌手石原詢子さんによるコンサート
など内容盛り沢山。二日間で1,200食が無料で振る舞われた猪
鍋にも、長蛇の列ができた。
　今回、この祭りに訪れた方は21,000人。深まる紅葉と澄み切っ
た青空の下、たくさんの村民や観光客で賑わった。

11月11日

11月10日
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平家まつり2007   笑顔でおもてなし   平家まつり2007
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大河内せせらぎ太鼓
（大河内子ども会）

追手納神楽（追手納子ども会）
やんぼし踊り

（小崎子ども会）

宮崎学園高等学校吹奏楽部
ミニコンサート

郷土芸能パレード
（神楽保存連合会）

栂尾臼太鼓踊り

平家まつり2007   イベント盛り沢山   平家まつり2007

不土野山法師踊り

石原詢子
コンサート

スタンプラリー抽選会 青空フリマ

椎葉猪鍋
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良
か
っ
た
点

■
地
元
の
方
々
の
笑
顔
の
接
待
は
う
れ
し

く
思
っ
た
。　　
（
熊
本
市
・
60
代
女
性
）

■
前
夜
祭
が
雰
囲
気
あ
っ
て
良
か
っ
た
。

琵
琶
は
解
説
も
あ
り
分
か
り
や
す
く
、

初
め
て
聞
け
て
良
か
っ
た
。

（
宮
崎
市
・
30
代
女
性
）

■
Ｃ
Ｄ
で
は
な
く
生
活
の
匂
い
の
す
る

「
ひ
え
つ
き
節
」
に
感
動
し
た
。

（
熊
本
市
・
50
代
男
性
）

■
案
内
、
交
通
整
理
等
に
た
く
さ
ん
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
そ
の
対
応
の
良
さ

に
イ
ベ
ン
ト
成
功
の
原
点
を
感
じ
た
。

（
都
農
町
・
70
代
男
性
）

■
あ
ら
ゆ
る
所
に
お
茶
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
有
り
難
く
い
た
だ
き
幸
せ
に

思
っ
た
。（
熊
本
県
長
州
町
・
60
代
男
性
）

■
椎
葉
の
方
、
男
性
の
若
者
の
態
度
が
親

切
で
さ
わ
や
か
だ
っ
た
。
と
に
か
く
素

晴
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。

（
延
岡
市
・
60
代
女
性
）

■
ひ
え
つ
き
節
を
踊
っ
て
い
る
婦
人
会
の

一
人
と
目
が
合
い「
よ
う
こ
そ
椎
葉
へ
」

と
言
わ
れ
た
。
す
ご
ー
く
う
れ
し
く
て

「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
答
え
た
。
そ
の

気
持
ち
が
接
待
の
心
だ
と
思
っ
た
。

（
延
岡
市
・
50
代
女
性
）

■
ゴ
ミ
集
め
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

道
路
に
ゴ
ミ
が
全
然
落
ち
て
な
か
っ
た

の
に
驚
い
た
。（
熊
本
市
・
50
代
女
性
）

■
武
者
行
列
が
良
か
っ
た
。
椎
葉
村
民
の
皆

さ
ん
方
が
全
員
力
を
合
わ
せ
、
少
な
い
人

口
で
も
こ
の
様
な
盛
大
な
ま
つ
り
が
行
な

わ
れ
ま
す
の
も
、
平
家
伝
説
を
大
事
に

伝
え
て
こ
ら
れ
た
お
陰
か
と
思
う
。

（
高
鍋
町
・
60
代
男
性
）

■
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
は
会
場
周
辺
の

端
か
ら
端
ま
で
見
て
ま
わ
れ
る
よ
う
に

企
画
さ
れ
て
い
る
点
が
成
功
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。

（
鹿
児
島
県
出
水
市
・
50
代
男
性
）

■
村
民
が
パ
レ
ー
ド
の
人
に
声
を
か
け

あ
っ
て
、
ひ
や
か
し
た
り
、
ほ
ほ
え
ん

だ
り
、
笑
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
毎
回

来
て
ホ
ッ
と
す
る
お
祭
り
だ
と
思
う
。

（
鹿
児
島
市
・
50
代
男
性
）

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
と
の
会

話
が
楽
し
か
っ
た
。

（
日
南
市
・
50
代
男
性
）

■
猪
汁
が
お
い
し
か
っ
た
。
土
産
に
買
っ

て
帰
っ
た
生
し
い
た
け
を
塩
焼
き
で
食

べ
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

（
佐
賀
県
鳥
栖
市
・
60
代
女
性
）

悪
か
っ
た
点
・
要
望

■
か
わ
い
い
稚
児
行
列
の
横
に
親
が
つ
い

て
い
て
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
。

（
宮
崎
市
・
50
代
女
性
）

■
う
ど
ん
を
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
が
、

待
ち
時
間
が
長
く
イ
ラ
イ
ラ
し
た
。

（
日
之
影
町
・
40
代
女
性
）

■
出
店
等
の
物
価
が
高
く
、
食
事
す
る
場

所
が
少
な
い
。（
熊
本
市
・
60
代
女
性
）

■
観
光
客
が
パ
レ
ー
ド
の
中
に
入
り
、

せ
っ
か
く
の
行
列
が
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
た
。
地
元
の
人
た
ち
が
頑
張
っ
て

い
る
の
に
か
わ
い
そ
う
。

（
日
向
市
・
30
代
女
性
）

■
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
に
来
ら
れ
て
い
た

車
イ
ス
の
方
が
、
人
が
多
く
て
動
け
ず

「
石
原
さ
ん
の
顔
が
見
た
か
っ
た
な
」

と
残
念
が
っ
て
い
た
の
で
、
通
路
を
確

保
し
て
い
た
だ
け
た
ら
良
い
か
な
と

思
っ
た
。　
　
（
宮
崎
市
・
50
代
女
性
）

■
ち
り
拾
い
は
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
っ
た
。
で
も
、街
中
で
は
な
く
駐
車
場

横
の
空
地
に
ち
り
や
空
缶
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。（
熊
本
県
山
都
町
・
60
代
女
性
）

■
足
の
不
自
由
な
老
人
と
一
緒
に
行
っ
た

の
だ
が
、
休
憩
所
を
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
。　
　
（
国
富
町
・
10
代
男
性
）

■
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
き
て
ほ
し
い
。

お
わ
ら
い
げ
い
に
ん
が
き
て
ほ
し
い
。

（
椎
葉
村
・
10
歳
未
満
女
性
）

■
猪
鍋
が
食
べ
た
か
っ
た
ー
。

（
山
口
県
下
関
市
・
60
代
男
性
）

拾
え
ば
街
が
好
き
に
な
る
運
動

パ
ナ
マ
か
ら
の
お
客
様

「
サ
イ
ン
色
紙
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゲ
ス
ト
歌
手
・
石
原
詢
子
さ
ん
の
サ
イ

ン
色
紙
を
抽
選
で
15
人
の
方
へ
。

平家まつり2007   貴重なご意見ありがとうございます

−椎葉平家まつり編−
アンケートにご協力いただいた皆さん、

ありがとうございました

▲ＪＴと村環境美化推進員による運
動。二日間で延べ約1400人が参加
し、69袋分のゴミを回収。「街がき
れいになった」と大好評

▲南北アメリカ大陸に挟まれた国、パ
ナマ大学のマリオ教授（中央）とホ
セ教授（右）が平家まつりを見学。
幻想的な雰囲気に感動（左は通訳の
清田さん）

ハガキに「サイン色
紙希望」と住所・氏
名・感想を書いて本
誌19ページ右下の
ところまでご応募く
ださい（12月28日
（金）消印有効）
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【
自
治
功
労
者
】

　

甲
斐 

了
英 

氏
（
67
歳
・
上
福
良
）

　
　
　

元
村
議
会
議
長

　
　
　

椎
葉
村
議
会
議
員
・
４
期
16
年

　

尾
前　

満 

氏
（
70
歳
・
水
無
）

　
　
　

前
村
消
防
団
長

　
　
　

消
防
団
活
動
・
48
年
間

　

鶴
野 

重
文 

氏
（
70
歳
・
上
椎
葉
下
２
）

　
　
　

村
救
急
搬
送
業
務
協
力
会
を
結
成

　
　
　

会
長
を
歴
任

【
産
業
功
労
者
】

　

松
岡 

今
朝
男 

氏
（
70
歳
・
下
松
尾
）

　
　
　

前
耳
川
広
域
森
林
組
合
長

　
　
　

人
工
授
精
師

　

椎
葉 

公
男 

氏
（
63
歳
・
合
戦
原
開
拓
）

　
　
　
合
戦
原
地
区
県
営
事
業
推
進
協
議
会
長

平家まつり2007   関連イベント 表彰結果

剣
道
大
会
（
小
学
生
）

村
政
功
労
者
表
彰

林
業
コ
ン
ク
ー
ル

農
産
物
品
評
会

▲村政功労者の皆さん。左から
　椎葉公男さん、松岡今朝男さん、
　鶴野重文さん、尾前満さん

【
根
菜
の
部
】

優
等（
自
然
薯
）椎
葉　

春
喜
さ
ん（
向
山
日
当
下

）

一
等（
大　

根
）蔵
座
ミ
エ
子
さ
ん（
向
山
日
当
上

）

一
等（
シ
ョ
ウ
ガ
）那
須
な
お
子
さ
ん（
畑
鳥
の
巣
）

一
等（
里　

芋
）右
田
イ
ソ
子
さ
ん（
川
の
口
）

一
等（
コ
ン
ニ
ャ
ク
）那
須
ハ
ズ
子
さ
ん（
下
椎
葉
）

【
葉
菜
の
部
】

優
等（
ほ
う
れ
ん
草
）中
瀬
久
美
子
さ
ん（
合
戦
原
開
拓

）

一
等（
ネ　

ギ
）甲
斐
ハ
ツ
ヨ
さ
ん（
瀧
）

【
花
き
の
部
】

優
等（
リ
ン
ド
ウ
）黒
木　

照
美
さ
ん（
栂
尾
）

一
等（
デ
ル
フ
ィニ
ウ
ム
）椎
葉　

義
光
さ
ん（
向
山
日
添
）

【
特
用
及
び
果
実
の
部
】

優
等（
イ
チ
ゴ
）椎
葉　

祐
作
さ
ん（
向
山
日
添
）

一
等（
ユ　

ズ
）椎
葉　

直
義
さ
ん（
春
山
）

一
等（
ミ
ニ
ト
マ
ト
）山
中　

澄
代
さ
ん（
桑
の
木
原
）

【
飼
料
カ
ボ
チ
ャ
の
部
】

優
等　

椎
葉　
　

誠
さ
ん
（
畑
鳥
の
巣
）

一
等　

椎
葉　

一
光
さ
ん
（
合
戦
原
）

■
カ
ボ
チ
ャ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ

　

当
選
者　

右
近　
　

勝
さ
ん
（
佐
賀
市
）

※
回
答
＝
大
が
20
・
８
㎏
・
小
が
1
・
2
㎏

■
椎
葉
の
農
業
ク
イ
ズ
（
全
７
問
）

※
全
問
正
解
者
無
し
。
一
問
違
い
６
人

　
　

右
田　

圭
之
さ
ん
（
川
の
口
）

　
　

那
須　
　

愛
さ
ん
（
畑
鳥
の
巣
）

　
　

椎
葉　
　

誠
さ
ん
（
水
無
）

　
　

田
中　

芳
典
さ
ん
（
延
岡
市
）

　
　

根
井
フ
ミ
子
さ
ん
（
宮
崎
市
）

　
　

蔵
重　

貴
行
さ
ん
（
山
口
県
）

【
椎
茸
ほ
た
木
の
部
】

優
等　

中
瀬　
　

裕
さ
ん（
竹
の
枝
尾
日
当
）

一
等　

椎
葉　

松
佐
さ
ん（
竹
の
枝
尾
日
当
）

【
間
伐
の
部
】

優
等　

那
須　

幸
雄
さ
ん（
財
木
）

一
等　

那
須　

定
雄
さ
ん（
坂
本
）

【
育
苗
の
部
】
※
ス
ギ

優
等　

椎
葉　
　

朗
さ
ん（
丸
野
）

一
等　

甲
斐　

昭
八
さ
ん（
追
手
納
）

　

会
場
・
椎
葉
小
体
育
館

【
一
年
生
の
部
】

優　

勝　

黒
木　

歩
磨
く
ん（
攻
玉
館
）

準
優
勝　

矢
野　

智
也
く
ん（
牧
心
館
） 

【
二
年
生
の
部
】

優　

勝　

尾
前
萌
々
花
さ
ん（
椎
葉
少
剣
）

準
優
勝　

甲
斐　

憲
紀
く
ん（
攻
玉
館
） 

【
三
年
生
の
部
】

優　

勝　

中
田
純
之
介
く
ん（
攻
玉
館
）

準
優
勝　

山
本　
　

渉
く
ん（
ひ
む
か
少
剣
） 

【
四
年
生
の
部
】

優　

勝　

甲
斐　

勇
輝
く
ん（
攻
玉
館
）

準
優
勝　

酒
井　

れ
い
さ
ん（
攻
玉
館
） 

【
五
年
生
の
部
】

優　

勝　

椎
葉　

駿
輔
く
ん（
椎
葉
少
剣
）

準
優
勝　

矢
長　

準
人
く
ん（
七
ツ
山
少
剣
） 

【
六
年
生
の
部
】

優　

勝　

河
埜　

駿
平
く
ん（
攻
玉
館
）

準
優
勝　

平
坂　

建
樹
く
ん（
攻
玉
館
） 

【
鶴
富
姫
賞
・
大
八
郎
賞
】

鶴
富
姫　

尾
前
ち
は
る
さ
ん（
尾
向
少
剣
）

大
八
郎　

河
埜　

駿
平
く
ん（
攻
玉
館
）

※
鶴
富
姫
賞
と
大
八
郎
賞
は
、
元
気
が
あ
り
着
装
と

　

試
合
態
度
に
優
れ
た
選
手
に
贈
ら
れ
ま
す
。

▲飼料カボチャの部
　優等品は重さ20.8kg！

▲根菜の部の優等品
　立派な自

じねんじょ

然薯（山芋）

▲高千穂高校剣道部の皆さんに
審判などの大会運営をご協力
いただきました
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むらのできごと

▲注射は最も有効な予防法。今年は村
民の約４割、1200人が接種しました

　（10月22日・保健センター）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

毎
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ
れ

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
。
事
前
の

申
込
者
に
対
し
、計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

▲わらび会（上椎葉）は団体表彰。梅
岡林業（胡麻山）は優良事業所表彰

　（10月29日・村長室）

県
警
の
交
通
安
全
表
彰

　

交
通
安
全
の
功
労
者
へ
県
警
本
部
長
か

ら
表
彰
。
受
賞
は
交
通
安
全
協
会
椎
葉
支

部
長
の
椎
葉
幸
男
さ
ん
（
上
椎
葉
下
３
）。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

　

春
に
小
学
校
入
学
予
定
の
幼
児
は
現
在

39
人
。
毎
年
こ
の
時
期
に
内
科
や
歯
科
の

健
診
と
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲育林功労者で森山松宗さん（不土野上）
が知事賞を受賞。副知事より贈呈

　（11月４日・諸塚村）

宮
崎
県
育
林
祭
で
表
彰

　

第
30
回
宮
崎
県
育
林
祭
。
育
林
コ
ン

ク
ー
ル
・
除
間
伐
の
部
で
那
須
良
市
さ
ん

（
大
久
保
）
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

東
臼
杵
郡
健
康
教
育
大
会

　

郡
の
学
校
保
健
会
が
主
催
。
郡
内
か
ら

２
０
０
人
、
椎
葉
村
か
ら
28
人
が
参
加
。

研
究
発
表
や
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲尾向小の椎葉昌美養護教諭が、性教
育に関したテーマの研究を発表

　（11月20日・諸塚村）

▲椎葉病院の吉持院長が内科健診。大
きく開いた口をしっかりチェック

　（11月１日・開発センター）

郡
子
牛
共
進
会
で
雌
１
席

　

11
月
期
子
牛
郡
共
進
会
は
雌
34
頭
、
去

勢
24
頭
が
出
場
。
椎
葉
村
か
ら
は
合
わ
せ

て
７
頭
。そ
の
中
か
ら
優
等
１
席
が
誕
生
。

▲雌の部で優等１席。那須盛男さん（尾
田山中）の「たかふく２」号

　（11月２日・延岡市）

▲学校保健委員会で日向警察署員が講
話。事例を交え、詳しく説明

　（11月16日・椎葉中学校）

携
帯
電
話
を
持
つ
前
に

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
未
成
年

者
の
被
害
が
急
増
。
子
ど
も
に
携
帯
を
与

え
る
前
に
、保
護
者
の
意
識
高
揚
が
大
事
。

▲ソウル五輪選手の遠藤司さんらが姿
勢や心構えについても指導しました

　（10月31日・松尾中グラウンド）

ベ
ル
マ
ー
ク
走
り
方
教
室

　

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に
よ
る
事
業
。
松
尾

中
学
校
に
講
師
二
人
を
派
遣
。
※
詳
細
は

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
中
。



Public Relations of  SHIIBA � 2007（H19）12月号

椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

▲平家まつりで
　歓迎のあいさつ
　（10日）

１
日　

東
臼
杵
農
林
振
興
局
訪
問

２
日　

戦
没
者
追
悼
式（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

庁
議
（
役
場
）

４
日　

第
30
回
宮
崎
県
育
林
祭（
諸
塚
村
）

５
日　

Ｒ
２
６
５
期
成
同
盟
会
総
会
・
陳

情
（
宮
崎
市
）

６
日　

九
州
中
央
山
地
観
光
推
進
協
総
会

７
日　

入
札
（
役
場
）

８
日　
北
部
広
域
事
務
組
合
要
望
活
動（
県
庁
）

９
日　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

平
家
ま
つ
り
法
楽
祭
（
中
央
ス

テ
ー
ジ
）

10
日　
平
家
ま
つ
り（
〜
11
日
・
上
椎
葉
街
道
）

13
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

運
営
検
討
会
（
宮
崎
市
）

14
日　

県
町
村
会
役
員
行
政
視
察
（
〜
16

日
・
福
島
県
）

20
日　

九
州
砂
防
協
会
会
議
（
〜
21
日
・

宮
崎
市
）

22
日　

広
域
連
合
議
会
（
日
向
市
）

27
日　

全
国
治
山
砂
防
促
進
大
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
総

会
（
東
京
都
）

28
日　

県
町
村
長
研
修
、
全
国
町
村
長
会

（
東
京
都
）

29
日　

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会

　
　
　
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
定

期
総
会
（
東
京
都
）

▲間近で見る実験は驚きの連続です

尾
向
小
で

　
「
環
境
教
育
教
室
」

　

11
月
15
日
、
尾
向
小
学
校
で
「
環
境
教

育
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は（
株
）

シ
ャ
ー
プ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

気
象
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
全
国
の
学
校
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
も
、
地
球
温
暖

化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳

し
く
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
験
も
あ

り
、
渦
電
流
に
よ
っ
て
、
銅
製
の
パ
イ
プ

が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
落
ち
て

い
く
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
見
て
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
、
自
分
た
ち
で
も
で
き

る
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
も

し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲11月22日、県消費者センターの啓発員に
よる講話（すこやか館）

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

　

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
が
増
え

て
い
ま
す
。
催
眠
商
法
や
点
検
商
法
、

か
た
り
商
法
や
送
り
つ
け
商
法
な
ど

様
々
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
最
近
多
い
「
カ
ニ
を
買

い
ま
せ
ん
か
？
」
の
電
話
に
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
必
要
な
け
れ
ば
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
地
方
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
相
談
専
用
）

　

☎
０
９
８
２―

３
１―

０
９
９
９

　

椎
葉
村
役
場 

総
務
課

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
３

① 

う
ま
い
話
に
は
近
づ
か
な
い
！

② 

断
る
勇
気
を
持
つ
！

③ 

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
！
（
家
族

や
知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
）

④ 

契
約
書
は
よ
く
読
む
！
（
契
約
内

容
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
）

⑤ 

「
し
ま
っ
た
！
」
と
思
っ
た
ら
直
ぐ

に
相
談
を
！

ト
ラ
ブ
ル
に

　

な
ら
な
い
た
め
に

▲こんなチラシを電話の前に貼っておくと、
いざと言うときに便利です

むらのできごと
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＊＊　フォトトピックス　＊＊

▲11月7日・椎葉小学校グラウンドで点灯式

【料理（ご飯・おかず）の部】

「ほうれん草巻き」
椎葉豊香さん（大河内本郷）

最優秀賞

「鹿肉のチャーシュー」
椎葉豊香さん（大河内本郷）

優秀賞

【料理（デザート）の部】
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー
ス
」

椎
葉
千
保
さ
ん
（
桑
の
木
原
）

最優秀賞

「ほうれん草のチーズケーキ」
椎葉美千代さん（大河内本郷）

優秀賞

【加工品（漬物・総菜）の部】

「つるとみ漬」
つるとみ漬グループ（竹の枝尾）

最優秀賞

【加工品（菓子）の部】

「あくまき」
山ゆり会（川の口）

最優秀賞

「そばとほうれん草の仲良しパン」
グループひえつき（尾八重）

優秀賞
▲最優秀賞を獲得した椎葉千保さん、
椎葉豊香さん、中瀬モトメさん（つ
るとみ漬グループ代表）、右田美佐子
さん（山ゆり会代表）

出品数41作品。村長や延岡市の菓子店・
虎屋の上田耕市社長ら10人が審査

審査結果
たくさんのご応募

ありがとうございました！

椎葉平家まつり
2007

特産品コンテスト
（10月29日・開発センター）

「
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
」

御
池
の
里
（
向
山
）

優秀賞

高さ30ｍのメタセコイア

の木。本物の木に飾られ

た物では日本最大級。「希

望のともしびづくり実行委

員会」が設置し、青年団も

協力して飾った電球は１万

個。１月末まで点灯します。

夢と希望のイルミネーション
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＊＊　フォトトピックス　＊＊

ソバの刈り取り作業
（10月23日・川の口集落営農組合）

尾八重地区
ひえつきの里大運動会
（11月３日・上福良グラウンド）
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 This has been a pretty busy month for Shiiba.  I’m, of course, talking about the Heike festival.  It was a pretty 

amazing experience for me.  It was actually my first Japanese festival, and I think in Shiiba they do a thing right.  

Of course, I very much enjoyed the parade, and I saw a lot of my students dressed up, not a mention a teacher or 

two.  And of course, I saw quite a few of you while I wandered around throughout the day.  I even had a couple of 

guests from out of town come in to see the festival.  We tried to eat one of everything, and I’m pretty sure I almost 

succeeded.  The food was delicious, the parade was great, and in the evening I watched the drumming and the 

dancing, which were both a lot of fun.  Overall, I’d say my first festival experience was everything I could have 

hoped for.  

 The other big news for me is the beginning of my English conversation classes.  I’m running three classes for 

both children and adults.  The kids are very excited, especially over the 

prospect of getting stickers in every class.  We had a lot of fun playing 

games, drawing pictures, and making flashcards.  We might have even 

learned some English in there.  The adult classes are a little more 

serious, but I think just as successful.  I’ve got great classes and a I 

really look forward to seeing everyone, both young and old, at my future 

classes.

 Coming up for me is a weekend in Fukuoka for the big sumo 

tournament.  I’m pretty excited, both to see the city and to see giants 

wrestling for control of the center ring.  It should be an exciting weekend.

　11月、椎葉村はとても慌しい月となりました。もちろん平家まつりのことを言っているのですが、私にとって驚嘆の体
験となりました。実は私にとって日本で最初の祭となったのですが、椎葉の方々は本当に素晴らしい体験をさせてくれま
した。パレードをとても楽しませていただきましたし、名は挙げませんが、仮装（正装）した一人か二人の先生やたくさ
んの生徒を見ました。そして私は１日歩き回る間に皆様のうちの幾人かを見かけました。そして私は平家まつりを見ても
らうために村外から１組の客を呼んでいました。私たちは夜ご飯を一緒に食べようということになり、それはうまくいっ
たと思っています。食べ物はおいしく、パレードも素晴らしく、その夜太鼓と踊りをみることが出来、両方楽しかったです。
全体としては私のはじめての祭体験は全て望んでいた以上のものとなりました。
　他の私にとっての大きなニュースに、英会話教室が始まったということがあります。私は子どもと大人の両方で合わせ
て３つのクラスを運営しています。子どもたちは特に毎回シールをもらえるという期待で大喜びしています。私たちはゲー

ムをしたり、絵を描いたり、フラッシュカードを使ってとても楽しんでいます。
その中で少しずつ英語を学んでいっているのではないかと思います。大人のクラ
スでは、更に少し難しくなりますが、それでも効果的に学んでいると考えていま
す。私はとても素晴らしいクラスを受け持つことができました。そして子どもも
大人もそれぞれ全ての方の今後がとても楽しみでなりません。
　さらにこの週末、福岡で開催されている大きな相撲の大会を見に行きます。私
は、福岡市を観光することと、中央の土俵の中で大きな体の力士が戦う相撲を見
ることの両方を楽しみにしています。きっと楽しい週末となることでしょう。

和訳：黒木睦美さん（栂尾出身）

〜 ケヴィン、椎葉を行く 〜

▲初めての食べ物もとてもおいし
かったよ
　（11月10日・椎葉平家まつり）

Kevin VanEvery
ケヴィン　ヴァンエブリー

（椎葉村外国語指導助手）
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山
姥
じ
ょ
う
ち
ゅ
う
姥
じ
ょ
う
は
、
こ

ま
い
こ
と
は
こ
ん
ま
い
。
下
椎
葉
に
、
昼

間
出
ち
ょ
っ
て
、
晩
は
出
ら
ん
わ
け
と
よ

の
う
。
山
姥
じ
ょ
う
は
、
こ
ま
い
女お

な
ご子

の

子
の
ご
と
も
、
小
母
さ
ん
の
ご
と
も
あ
る

け
ん
ど
、
子
供
と
昼
間
遊
ぶ
と
じ
ゃ
が
、

子
供
を
せ
び
い
て
①
泣
か
す
っ
て
わ
け
よ

の
う
。
こ
ら
ぁ
、
山
姥
じ
ょ
う
を
、
こ
こ

に
お
い
た
ら
、
よ
く
な
い
、
ち
ょ
う
て
、

何
か
こ
ら
ぁ
脅お

ど

け
ぇ
て
、
逃
が
す
方
法
を

ば
、
せ
に
ゃ
あ
い
か
ん
な
ぁ
、
ち
ゅ
う
こ

と
で
、
長
い
黒
竹
を
切
っ
て
来
て
、
そ
の

枝
を
さ
す
っ
て
②
、
大
き
な
真
っ
赤け

ぇ
鶏

の
脚
を
く
び
っ
て
③
、黒
竹
の
セ
ビ
に
④
、

そ
の
鶏
の
脚
を
下
げ
て
、
ケ
エ　

ケ
エ　

ケ
エ　

ケ
エ　

ケ
エ　

ケ
エ　

ケ
エ
ち
て

言
う
ご
と
し
て
脅
け
ぇ
て
や
ろ
う
や
、
ち

て
言
う
て
、
そ
れ
し
ょ
っ
て
み
た
と
こ
ろ

が
、
山
姥
じ
ょ
う
は
山
の
神
じ
ゃ
が
、
鶏

が
ク
エ　

ク
エ　

ク
エ　

ク
エ
言
う
も
ん

じ
ゃ
か
ら
、
魂た

ま

消が

っ
て
、
逃
ぐ
る
わ
け
。

そ
の
姥
じ
ょ
う
が
、
逃
ぐ
る
と
き
ぃ
、
寄

り
返
っ
て
⑤
。「
こ
こ
に
な
ぁ
、
お
前
た

ち
ゃ
あ
、
俺
を
こ
う
し
て
、
脅
け
ぇ
て
逃

が
す
が
、
こ
の
真
っ
赤
ぇ
鶏
が
絶
え
た
と

き
ゃ
あ
、
ま
た
来
る
わ
い
」
ち
ゅ
う
て
、

せ
の
お
ど
う
⑥
を
上
が
っ
て
、
山
の
奥
の

方
さ
ね
ぇ
逃
げ
た
ち
ゅ
う
わ
け
。
ど
こ
に

逃
げ
た
か
ち
て
い
う
と
、「
阿
蘇
の
根
子

岳
の
岩
屋
に
行
く
わ
い
。
真
っ
赤
ぇ
鶏
が

お
ら
ん
ご
と
な
っ
た
と
き
ゃ
あ
、
ま
た
来

る
わ
い
」
ち
ゅ
う
て
。
お
ど
う
ど
お
り
⑦

で
よ
、
女
子
の
櫛
を
見
つ
け
た
ら
宝
に
な

る
わ
い
。
山
姥
じ
ょ
う
が
、
お
す
じ
を
ひ

い
て
⑧
阿
蘇
に
行
く
と
じ
ゃ
か
ら
、
お
ど

う
を
通
っ
て
行
く
こ
と
を
、お
す
じ
、ち
ゅ

う
て
言
い
よ
っ
た
。
櫛
が
つ
っ
こ
け
と
っ

て
⑨
、
そ
れ
を
拾
う
た
な
ら
、
山
姥
じ
ょ

う
の
櫛
じ
ゃ
か
ら
、
黙
っ
て
隠
し
て
持
っ

て
お
っ
た
な
ら
、
宝
に
な
る
ぞ
、
山
の
神

さ
ん
じ
ゃ
か
ら
じ
ゃ
よ
。
そ
の
山
姥
じ
ょ

う
が
泊
ま
っ
た
ウ
ド
⑩
に
髪
の
毛
が
い

み
っ
た
な
ら
⑪
、
運
が
い
い
。
減へ

え
れ
ば

⑫
、
も
う
そ
ん
な
に
、
そ
う
運
は
よ
く
な

い
ぞ
、
ち
言
い
よ
っ
た
。

　
（
聞
き
手　

椎
葉
ユ
キ
ノ
、
西
南
大
学

院
大 

原
田
由
香
里
・
天
山
文
香
・
片

山
怜
・
森
山
苑
子
・
大
部
志
保
・
吉

田
扶
希
子
）

① 

せ
び
い
て 

＝ 

い
じ
め
て

② 

さ
す
っ
て 

＝ 

鉈
で
切
っ
て

③ 

く
び
っ
て 

＝ 

し
ば
っ
て

④ 

セ
ビ
に 

＝ 

切
っ
た
先
端
に

⑤ 

寄
り
返
っ
て 

＝ 

振
り
返
っ
て

⑥ 

せ
の
お
ど
う 

＝ 

山
の
尾
根

⑦ 

お
ど
う
ど
お
り 

＝ 

山
の
稜
線
を
通
っ

て
、
山
唐
山
を
行
く

⑧ 

お
す
じ
を
ひ
い
て 

＝ 

尾
根
を
伝
っ
て

行
く

⑨ 

つ
っ
こ
け
と
っ
て 

＝ 

落
ち
て
お
っ
て

⑩ 
ウ
ド 

＝ 

岩
穴

⑪ 
い
み
っ
た
な
ら 

＝ 

た
く
さ
ん
あ
っ

た
ら

⑫ 

減
え
れ
ば 
＝ 

少
な
い
と

　
（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

98

山や
ま
う
ば姥

じ
ょ
う
の
話

語
り
手　

甲
斐
弥
三
郎 
さ
ん

（
野
老
ヶ
八
重
）

大
正
元
年
９
月
25
日
生
ま
れ

　

本
誌
で
連
載
中
の
「
椎
葉
の
民
話
」。

平
成
11
年
８
月
号
か
ら
始
ま
り
、
今
月

が
98
回
目
。
今
後
は
平
成
21
年
の
３
月

号
ま
で
連
載
を
続
け
、
一
冊
の
本
に
ま

と
め
出
版
す
る
予
定
で
す
。

▲11月18日、講師の吉田扶希子さん
と学生４人が、昔話にも出てくる
「御池・白鳥山」へ登山。案内人
は龍神館の椎葉英生さん（松木）

▲11月17日、再調査に来村。山中耕
作先生と学生の大部志保さんが椎
葉幸一さん（不土野上）のお宅を
訪ね、お話を伺いました

い
よ
い
よ
終
盤
へ

椎
葉
の
民
話
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・父に重度の障害ある児童の母
・母にかわってその児童を養育して

いる方
※請求者または児童が公的年金を受

けている場合は該当しません。
■問い合わせ及び手続先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６８−７５１２

製造事業所の皆様へ
　経済産業省では、工業統計調査を
19年12月31日現在で実施します。
　工業統計調査は、製造業を営む事
業所を対象として、その活動実態を
明らかにすることを目的として調査
します。
　調査結果は、国や地方公共団体の
行政施策の重要な基礎資料として利
用されるとともに、企業、大学など
での研究資料、小・中・高等学校の
教材など、広く利用されているとこ
ろです。
　皆様から提出していただく調査票
については、統計法に基づき調査内
容の秘密は厳守されますので、正確
な記入をお願いします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 広報統計係
　☎０９８２−６７−３２０３

第26回 歳末たすけあい
新作カレンダーバザー展

　歳末たすけあいの一環として年末
の恒例行事となった ｢新作カレン
ダーバザー展｣ が行われます。バ
ザーでの売上金は、全て『歳末たす
けあい募金』に寄託され、在宅での
支援を必要とする方々へ毛布等を、
児童養護施設等で生活している子ど
もたちへ遊具を、社会福祉協議会へ
福祉機器等を配分する予定です。
■期日　12月22日（土）〜 24日（月）
■時間　10：00 〜 17：00
　※ただし、22日のみ10：30から
■場所
　宮崎県福祉総合センター本館２階
　（宮崎市）
■内容
　プロ野球・Jリーグ・相撲協会を
はじめ、県内だけでなく全国の企

業・団体・個人から寄せられる約
6,000点以上のカレンダーが集まり
ます。きっと掘り出し物が見つかる
はずです。
■問い合わせ先
　社会福祉法人　宮崎県共同募金会
　☎０９８５−２２−３８７８

野生猿地域相談員に
ついて

　住民の皆さんが野生猿の被害（農
林作物、生活被害）でお困りの際は、
野生猿地域相談員に被害対策の助言
等を受けられます。
　相談があるときは、下記までご連
絡ください。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 林業係
　☎０９８２−６７−３２０６
　東臼杵農林振興局 椎葉駐在所
　☎０９８２−６７−２０４７

農林振興課よろず情報
相談室

　譲りたい機械や施設、譲ってほし
い機械、珍しい植物や種・苗等の交
換、教えてほしいこと等幅広く情報
提供していきます。欲しい物や譲り
たい物がある人は、是非ご連絡くだ
さい。
●譲ります
　・耕耘機
　・ＦＲＰサイロ
　・ハウス用加温機
●譲ってください
　・バインダー
　・下刈り機
　・チェーンソー
　・足踏み脱穀機
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 農政係
　☎０９８２−６７−３２０６

新春 日向警察署就職
説明会開催

　日向警察署では、検察官採用試験
の受験希望者に対し就職説明会を行
います。
■期日　１月５日（土）

■時間　11：00から１時間程度
■場所　日向警察署 講堂
■説明会内容

①警察の組織概要及び業務内容の
説明

②警察学校での授業内容及び寮生
活の説明

③採用試験内容の説明
■参加対象者
　①平成20年度採用試験受験希望者
　②高校・大学に在学中の方
　③保護者のみの参加も自由
■問い合わせ先
　日向警察署 総務課
　☎０９８２−５３−０１１０

募　　集
放送大学の学生募集に
ついて
（平成20年度・第１期学生）

　放送大学は、テレビとラジオで授
業を行う国が設置した正規の大学で
す。
■募集期間
　12月15日（土）〜２月15日（金）
■募集学生

【教養学部】
・全科履修生（卒業を目指す）
・選科履修生（１年間在学）
・科目履修生（半年間在学）

【大学院】
・修士選科生（１年間在学）
・修士科目生（半年間在学）
■問い合わせ先
　放送大学宮崎学習センター
　（日向市）
　☎０９８２−５３−１８９３



Shiiba Information

お知らせ
12月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　　1,652人（−　2）
　女　　1,654人（＋　1）
　計　　3,306人（−　1）
世帯数　1,269戸（＋　1）
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お 知 ら せ
12月の納税について

　12月は、固定資産税（３期）と国
民健康保険税（７期）の納税月です。
期限内（12月27日）までに納付して
いただきますようお願いします。ま
た、口座振替の方も残高をご確認く
ださい。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　☎０９８２−６７−３２０５

「行政相談」の開催に
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんなこ
とでもけっこうですので、気軽にご
相談ください。
■日時　12月11日（火）
　　　　１月８日（火）
■時間　10時〜 15時
　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談」の開設
について

　心配ごと相談が次のとおり行われ
ます。心の悩みを相談してみてはい
かがでしょうか。
■期日　12月17日（月）
　　　　１月21日（月）

　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所
　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住民
を対象に、医療や精神福祉に関する
相談を実施しています。費用は無料
で、精神科医師や保健師が相談にあ
たります。予約制ですので事前に連
絡をしてください。
■期日
　12月18日（火）（担当：鮫島病院医師）
　１月15日（火）（担当：保健師が対応）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課
　疾病対策担当
　☎０９８２−５２−５１０１

「第59回人権週間」に
ついて

　「世界人権宣言」は、基本的人権
及び自由を尊重し確保するために、
世界のすべての人々とすべての国々
とが達成すべき共通の基準として、
国連総会において採択されました。
それを記念して、採択日の12月10日
を「人権デー」と定め、12月４日か
ら同10日までを「人権週間」とし、
その意義を訴えるとともに人権尊重
思想の普及高揚に努めるため、人
権擁護委員を中心に活動を実施し
ます。
　なお、椎葉村には３人の人権擁護
委員がいます。人権に関することな
らいつでも気軽にご相談ください。
■椎葉村人権擁護委員
　◎甲斐　昭利 氏（旧岩屋戸）
　◎古川アヤ子 氏（尾田山中）
　◎椎葉　吉人 氏（向山日添）
■問い合わせ先　
　宮崎地方法務局日向支局

　☎０９８２−５２−２９４４
　役場 税務住民課 住民係
　☎０９８２−６７−３２０５

　国の教育ローン　
（国民生活金融公庫）

　入学金、授業料、教科書代、アパー
トの敷金・家賃など、入学時や在学
中に必要になる資金を融資する公的
な制度として、国民生活金融公庫の

「国の教育ローン」があります。
【融資額】
　学生・生徒一人あたり200万円以内

【利率】
　年2.5%（平成19年11月16日現在）

【返済期間】
10年以内（母子家庭・交通遺児家
庭の方は１年の延長が可能）

【返済方法】
毎月元利金等払（ボーナス時増額
返済可能）

【保証】
（財）教育資金融資保証基金または
連帯保証人１名以上

■問い合わせ先
　◎「国の教育ローン」コールセンター
　　☎０５７０−００８６５６

（ナビダイヤル）
　　または、
　　☎０３−５３２１−８６５６
　◎国民生活金融公庫 延岡支店
　　☎０９８２−３３−６３１１

　ご存じですか？　
特別児童扶養手当

　次の手当の支給要件を満たしてい
て、まだ受給されていない方はいま
せんか？

【特別児童扶養手当】
　精神また身体に障害のある20歳未
満の児童を監護する父母または父母
に代わって養育している方が対象と
なります。しかし、次の方の場合に
は支給されないことがあります。
・児童福祉施設等に入所している
・児童が公的年金を受けている
・父母などの所得が一定の額を超える

【児童扶養手当】
・離婚や死別などにより、父親と生

計を共にしていない児童の母
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カメラ さんぽ

▲女子50ｍハードル走。村内の小学５・
６年生が７種目で競いました

　（10月25日・椎葉小グラウンド）

椎
葉
村
小
体
連
陸
上
大
会

　

村
の
陸
上
大
会
。
椎
葉
小
の
椎
葉
千
文

さ
ん
と
椎
葉
光
基
く
ん
、
尾
向
小
の
尾
前

佐
知
さ
ん
が
２
種
目
で
郡
標
準
を
突
破
。

▲祭壇に向かい村長や遺族会の山中昭
男会長らが追悼の言葉を述べました

　（11月２日・開発センター）

椎
葉
村
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
遺
族
や
福
祉
関
係
者
な
ど

１
６
５
人
が
出
席
し
た
追
悼
式
。
全
員
で
献

花
を
行
う
な
ど
し
、冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　

松
尾
公
民
館
の
生
涯
学
習
講
座
。
下
田

悠は
る
かさ

ん
の
指
導
で
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
や
造

花
ア
レ
ン
ジ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲鹿瀬イワさん（左）へ村長がお祝い
の言葉。右は妹の黒木リカさん

　（11月７日・平寿園）

鹿
瀬
イ
ワ
さ
ん
百
二
歳
！

　

明
治
38
年
生
ま
れ
の
イ
ワ
さ
ん
は
村
内

最
高
齢
者
。
11
月
で
百
二
歳
に
な
り
、
村

長
か
ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲出来上がりに大満足。地区文化祭や
平家まつりにも出品しました

　（11月５日・松尾集会センター）

民
家
の
畑
で
芋
掘
り
体
験

　

場
所
は
鹿
瀬
ア
ヤ
子
さ
ん
の
畑
。
松
尾

小
の
３
・
４
年
生
が
芋
や
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

を
収
穫
し
、
両
手
の
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
。

十
根
川
地
区
で
総
合
学
習

　

椎
葉
小
の
４
年
生
９
人
が
十
根
川
地
区

へ
。
八
村
杉
と
大
久
保
の
ヒ
ノ
キ
を
見
学

し
、
古
民
家
公
開
施
設
で
魚
釣
り
。▲ご飯粒をエサにヤマメ釣り。中には

一人で何匹も釣り上げる児童も
　（11月15日・十根川）

▲たくさんの芋に笑顔。手作りお餅も
いただいて、お腹もいっぱいです

　（11月８日・春岩尾）

▲夜を徹して行われる「栂尾神楽」。祝
子の舞いにせり唄が飛び交います

　（11月22日・栂尾神社）

「
椎
葉
神
楽
」
始
ま
る

　

村
内
27
地
区
に
伝
わ
り
、
地
区
毎
に
特

色
の
あ
る
「
椎
葉
神
楽
」。
栂
尾
神
楽
を

皮
切
り
に
、
12
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

寒
さ
と
共
に
山
の
彩
り

　

10
月
下
旬
、
見
頃
を
迎
え
た
椎
矢
峠
の

紅
葉
。
標
高
差
の
あ
る
村
内
を
、
黄
金
色

や
真
っ
赤
な
モ
ミ
ジ
が
広
が
り
ま
す
。

▲真っ赤にもえるモミジ。車を止め、記
念撮影をする光景をよく見かけます

　（11月24日・女神像公園）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

　渋柿をたべるための先人の知恵。軒
先などに吊すので「吊し柿」とも。寒
風で色が変わると食べごろです。

　尾向の建設業「代建」の事務所に下がる
干し柿。自宅の浄行寺の御堂も合わせると、
その数なんと800個。「収穫に一日、皮む
きに一日、設置に一日かかった」と説明し
てくれた尾前賢了さん。12月の中旬には取
り込み、親戚などへ送られます。
（11月24日・鶴の平）

「干し柿」

▲上椎葉街道を練り歩く子ども御輿。元気なかけ声が響き渡りました
　（11月４日・上椎葉）

　11月第一日曜に行われる祭り。五穀豊穣や
一年の無病息災に感謝し、神楽の「式三番」
が奉納されました。

厳島神社秋季例大祭
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若
者
二
人
が
世
界
を
旅
し
、
収
益

獲
得
だ
け
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
な
い
様
々

な
社
会
分
野
の
起
業
家
の
仕
事
を
紹

介
す
る
。
読
者
に
感
動
と
勇
気
を
与

え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

尾
前　

達
朗 

様（
尾
前
下
）七
十
七
歳

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

故　

尾
前　

達
朗 

様
（
尾
前
下
）

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
分
）

４
日　

官
公
庁
仕
事
始
め

　
　
　

椎
葉
村
成
人
式

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

消
防
出
初
め
式

　
　
　
　
（
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

７
日　

小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

８
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

10
日　

新
春
賀
詞
交
換
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

中
旬　

和
牛
登
録

　
　
　

子
牛
セ
リ
市
（
延
岡
市
）

20
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

　
　
　

と
び
が
ち
大
会
２
０
０
８

22
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

29
日　

乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
・

乳
児
妊
婦
相
談（
す
こ
や
か
館
）

１
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

も
ぐ
ら
と
も
ぐ
ら
に
そ
っ
く
り
の

形
を
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
話
。
へ
ん

て
こ
な
友
だ
ち
で
す
が
心
温
ま
る
絵

本
で
す
。
み
な
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
友

だ
ち
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

BOOK  CORNER
椎葉村開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
未
来
を
変
え
る
80
人

僕
ら
が
出
会
っ
た
社
会
起
業
家
』

（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

著 

／ 

シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル

　
　
　

マ
チ
ュ
ー
・
ル
ル
ー

訳 

／ 

永
田 

千
奈

椎葉小６年

椎葉 光
こう

基
き

 くん

　

こ
の
本
は
、
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー

ク
の
続
き
で
す
。
恐
竜
の
恐
ろ
し
さ

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
恐
竜
が
好
き

な
人
に
は
オ
ス
ス
メ
の
本
で
す
。

『
ロ
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
』

著 

／ 

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
（
岩
崎
書
店
）

椎葉小教諭

志
し

田
だ

 敦
あつ

子
こ

 さん

　

書
店
で
「
お
と
な
を
休
も
う
」
の

題
名
に
ひ
か
れ
て
手
に
と
り
ま
し

た
。
本
を
開
く
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
懐

か
し
く
心
い
や
さ
れ
る
お
話
が
一
杯

で
す
。

『
お
と
な
を
休
も
う
』

編 

／ 

石
川 

文
子
（
桜
蔭
社
）

椎葉小学校

『モグラのホリーと
　　　　もぐらいも』

（偕成社）
著 ／ あさみ いくよ
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

報
恩
講
日
の
そ
そ
ぎ
い
る
庭
広
し	

中
瀬　

汀

［
評
］
報
恩
講
は
、
親
鸞
の
入
滅
し
た
日
、
こ
の
日
の
前
後
に
修
さ
れ
る
法
要
。
地

方
で
行
わ
れ
る
の
は
御
取
越
と
い
う
。
掲
句
は
、
す
こ
し
の
暇
を
得
て
お
庭

を
見
た
。
冬
日
な
が
ら
暖
か
い
日
射
し
、こ
れ
も
御
恩
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

空
気
ほ
ど
旨
き
も
の
な
し
鵙
高
音	

中
瀬　

汀

［
評
］
生
き
て
い
く
上
で
大
事
な
も
の
、
多
く
あ
る
け
れ
ど
、
大
気
も
然
様
。
鵙
の

高
鳴
き
の
頃
の
空
気
は
澄
み
切
っ
て
い
る
。
大
阪
と
は
違
っ
て
「
旨
い
」
は

実
感
で
あ
ろ
う
。
羨
ま
し
い
宮
崎
県
。

隙
間
風
老
に
こ
と
さ
ら
沁
み
て
け
り	

黒
木
八
重
子

［
評
］
昨
今
、
季
語
と
し
て
の
隙
間
風
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
建
築
用
材
等
が

改
良
さ
れ
た
か
ら
だ
。こ
こ
で
は
年
齢
を
加
え
た
人
の
寒
さ
を
叙
べ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

《
入
選
》

海
岸
の
崩
れ
し
道
や
花
す
す
き

小
八
重
知
津
子

秋
の
湖
さ
さ
や
く
浜
に
貝
拾
う

〃

空
青
し
色
づ
く
柿
に
鳥
が
来
て

那
須　

瑞
穂

山
々
の
友
呼
ん
で
い
る
鹿
の
声

〃

谷
川
の
音
背
に
う
け
て
初
紅
葉

山
本　

和
枝

山

紅

葉

平

家

祭

を

彩

り

て

椎
葉
シ
ヅ
子

一
面
の
草
枯
れ
阿
蘇
の
風
ぬ
け
る

那
須　
　

正

神
宮
に
合
わ
す
手
と
手
の
秋
思
か
な

小
丸
川
河
童

天
高
し
枝
々
さ
や
か
風
さ
や
か

山
茶　

久
実

寒

い

夜

電

気

毛

布

に

労

ら

れ

椎
葉
ツ
ユ
子

編
集
後
記

「
良
い
写
真
を
撮
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
み
挑
ん

だ
平
家
ま
つ
り
。
し
か
し
、
夜
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

調
整
と
昼
間
の
逆
光
、
人
混
み
の
中
の
位
置
取

り
は
予
想
以
上
に
難
し
く
、
か
な
り
ブ
ル
ー
に
。

そ
れ
で
も
数
打
ち
ゃ
当
た
る
と
、
撮
り
に
撮
っ

た
り
六
千
枚
。
デ
ジ
カ
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

技
。
今
度
は
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
す
る
だ
け
で
も

一
苦
労
。
今
回
は
甲
斐
写
真
館
の
甲
斐
隆
昌
さ

ん
が
撮
っ
た
祭
り
の
写
真
に
助
け
ら
れ
て
出
来

上
が
っ
た
広
報
紙
。
次
こ
そ
は
と
自
分
に
活
を

い
れ
ま
す
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
鶴
富
屋
敷
で
待
つ
姫
。
武
者
が
松
明
を

手
に
鈴
を
鳴
ら
す
。
姫
は
侍
女
に
導
か

れ
蓮
台
へ
。
そ
し
て
、
大
八
郎
の
待
つ

陣
屋
敷
へ
と
向
う
。
那
須
大
八
郎
と
鶴

富
姫
の
逢
お
う

瀬せ

を
再
現
し
た

「
法
楽
祭
」。

八
百
年
の
時

を
越
え
、
二

人
は
再
び
出

会
っ
た
。

「鶴富姫法楽祭」

　

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
３
つ
の
諸
塚
神
楽
の
う
ち
、
戸
下
神

楽
と
南
川
神
楽
が
１
月
末
か
ら
２
月
初
め

の
土
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
夜
を
徹
し
て
舞

わ
れ
る
勇
壮
な
神
楽
を
鑑
賞
し
に
、
毎
年

県
内
外
か
ら
の
多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
ふ
る
ま
い
の
か
っ
ぽ
焼
酎
を

飲
み
な
が
ら
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
し
、

地
元
の
方
と
の
交
流
も
楽
し
ま
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
戸と

下し
た

神か
ぐ
ら楽
】

　

日
時
：
１
月
26
日（
土
）
〜
27
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
前
後
〜
翌
朝
お
昼
前

　

場
所
：
荒あ

ら

谷た
に

地
区　

戸
下
集
会
所

【
南

み
な
み

川が
わ

神か
ぐ
ら楽

】

　

日
時
：
２
月
２
日（
土
）
〜
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
前
後
〜
翌
朝
お
昼
前

　

場
所
：
南
川
地
区　

中な
か

尾お

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諸
塚
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２―

６
５―

０
１
７
８

「
諸
塚
神
楽
」
開
催

日
向
入
郷
広
域
情
報

諸　

塚　

村

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

　

椎
葉
の
「
そ
ん
ぽ
う
」

「
そ
ん
ぽ
う
」
こ
と
「
広
報
し
い
ば
」
で
は
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
内
ど
こ
へ
で
も
取
材
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５
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　マツ科トウヒ属。冬枯れの山肌が広がる椎葉です。
標高1000m以上には雪が積もって白く輝く季節とな
り、落葉した山肌には常緑針葉樹のモミやツガ、ア
カマツの緑がこのときとばかりに目立ちます。そん
な木々の中で、尾根に希にやや青緑した針葉を茂ら
せ、広円錐形の樹形をした針葉樹が単木的に生えて
います。これがハリモミで、葉は長さ２㎝程で断面
が菱形をしており、葉先は非常に鋭いので誤って握
ると飛び上がるくらいの痛さです。モミという名は
ありますがトウヒやエゾマツの仲間で、樹高は20ｍ、
直径80㎝に達し、樹皮は黒褐色で粗造りです。６月
頃に開花し、松笠は径５−６㎝、長さ10㎝あまりで
下向きに実ります。日本固有種で太平洋側高地の関
東以西、四国、九州の鹿児島県高隈山まで分布しま
す。本村ではごくごく珍しい木ですが、富士山麓に
は純林があり国の天然記念物に指定されています。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

ハリモミ
62

未来にはばたけ！

原田　美
み

陽
はる

　ちゃん
（新下松尾）

平成18年１月17日生まれ
おとうさん：篤 さん
おかあさん：聖子 さん

食欲旺盛な美陽。これからも好き嫌
いなく沢山食べようね！来年はお姉
ちゃんになるね。一緒に面倒見てね。

椎葉　寿
とし

紘
ひろ

　くん
（矢立）

平成18年１月25日生まれ
おとうさん：利明 さん
おかあさん：エルリンダ さん

先月お兄ちゃんになりました。兄妹仲
良くしてね。つきなみですがわんぱく
でもいい元気に育ってほしいです。

Face in　December

椎葉　聡
さとし

 さん （26歳・不土野中）

勤務先：平寿園
趣　味：食べ歩き、買い物

こんにちは、去年から平寿
園で働かさせてもらっていま
す。どこかで見かけましたら
声をかけて下さい。よろしく
お願いします。これからも椎
葉の先輩方を見習って頑張り
たいと思います。

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

椎
葉
の
「
ふ
る
さ
と
の
味
」
は
い
か
が
で
す
か

☆平家本陣セット（10品）
サービス価格 3,300円

（送料別）

■内容
ヤマメの甘露煮・やきも
ち・椎茸佃煮・ひえつき
浪まん・くさぎな飯の素・
柚子双子・柚子こしょう・
竹の子キムチ・青梅ジャ
ム・そばクッキー 特別編

☆新そばセット（７品）
サービス価格 3,000円
（クール便代込み・送料別）

■内容
生そば二人前・めんつゆ・
菜豆腐・盛田屋ゆき肌豆
腐・生椎茸・煮しめ二人前・
こんにゃく

　

椎
葉
の
む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
お
い
し
い
「
ふ

る
さ
と
の
味
」。
お
歳
暮
と
し
て
も
最
適
で
す
。
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
方
や
遠
く
の
親
戚
へ
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
価
格
は
税
込
み

☆ふるさとお餅セット
　（クール便代込み）
　30個入・2,400円
　20個入・1,800円

☆椎葉の秘蜜
※純粋な天然ハチミツ
　です
　250ｇ・3,300円

■予約受付期間
平成19年11月25日㈰
　　　〜12月15日㈯
※発送日は12月22日㈯

■問い合わせ先・販売先
椎葉村物産センター

「平家本陣」
☎：0982−67−3139
：0982−67−3144


